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プログラム１番　せらにし小学校　６年生
和太鼓演奏「せらにし小　太鼓」

オープニング　世羅高等学校　吹奏楽部
「ラデツキー行進曲」「天国の島」「センチュリア」

たくさんのご来場
ありがとうございました！

発表の部
めりはりのある生演奏で、
観客を魅了しました。

22人の心を合わせ、
迫力ある演奏をしました。

世羅町では、
町民の教育に対する
関心と理解を深め、
学校、家庭及び地域社会が連携して本町教
育の充実と発展を図ることにより、心豊か
でたくましく、確かな学力を備えた明日
の社会を担う子供たちを育成するとともに、
町民が生涯にわたって自ら学び、地域社会
の振興に主体的に参加する人づくりを進め
るため、平成25年度に「せら教育の日」を
定めました。また、「せら教育の日」の趣
旨にふさわしい取組を行う期間として、11
月を「せら教育月間」としました。
　本年度も、児童・生徒の表現力と学校文
化の向上を目的として、11月１日（火）に

「輝く　せらの学校文化発表会」を開催し
ました。
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プログラム３番　甲山中学校　２・３年生
プレゼンテーション・和太鼓ほか「飛躍〜心響かせ合って更なる高みへ〜」

プログラム２番　せらひがし小学校　５・６年生
合唱・表現「せらひがしの宝〜かがやく　ふるさと〜」

プログラム４番　甲山小学校　５・６年生
鼓笛演奏「ミッキーマウスマーチ」「聖者の行進」「鉄腕アトム」「In the Mood」

プログラム５番　世羅小学校　６年生
合唱「空」・器楽合奏「情熱大陸」

「せらまち音頭」で会場が
一体となりました。

一糸乱れぬ鼓笛演奏に
大拍手があがりました。

サンバのリズムにのって
かっこよく演奏しました。

地域の伝統芸能を
しっかり受け継ぎました。
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せら文化センター　　　　ロビー 10月26日（水）〜11月７日（月）
せらにしタウンセンター　町民ギャラリー 11月９日（水）〜11月15日（火）

展示の部

アンケートにご協力いただき、
　　　ありがとうございました！

プログラム７番　世羅西中学校　全校生徒
組曲「明神の舞」

プログラム６番　世羅中学校　全校生徒
プレゼンテーション・合唱「世羅中学校校歌」「大地讃頌」ほか

「静」と「動」を意識して、
10代目の「明神の舞」を
大成功させました。

世羅中学校創立40周年の
思いを込めて合唱しました。

● それぞれの地域の文化を若い世代が学び、受け継い
でいるのは本当に素晴らしい事です。これからも私
たち大人が見守り続けることが大切だと思います。

● どの子も輝いていて一生懸命な姿に感動しました。
各地域や学校の特色も見え、素晴らしかったです。
子どもたちの大きな育ちが感じられ、世羅の未来に
うれしい希望を持たせていただきました。心あたた
かく、元気になりました。感動をありがとうござい
ました。

● 子どもたちの素直な表現と、自信を持った発表に接
し、将来に期待が持てました。内容の濃い発表でし
た。

 （来場者アンケートより抜粋）
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10
月
30
日
（
日
）
に
、
芦
田
湖
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
を
発
着
と
す
る
「
第
9
回　
秋

の
夢
吊
橋
ウ
ォ
ー
ク
２０１６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
で
、
家

族
連
れ
や
、
ウ
ォ
ー
ク
の
愛
好
者
・
団
体
、

ウ
ォ
ー
ク
初
体
験
の
方
々
な
ど
、
約
₃4₀
名
の

参
加
者
が
芦
田
湖
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
参
加
者
全
員
に
夢
吊
橋

ウ
ォ
ー
ク
記
念
バ
ッ
ジ
と
参
加
賞
が
配
布
さ

れ
、
世
羅
町
と
府
中
市
の
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス

途
中
の
休
憩
場
所
で
は
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

キ
ャ
ン
プ
場
内
で
は
飲
食
ブ
ー
ス
、
産
直
市

や
手
作
り
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か

れ
る
な
ど
、
ウ
ォ
ー
ク
以
外
で
も
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
　
☎
２
２

−

３
２
１
６

「

の
夢
吊
橋
ウ
ォ
ー
ク

 

２
０
１
６
」開
催
！

第
９
回

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト

　
年
の
瀬
を
迎
え
慌
た
だ
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
が
、

こ
の
季
節
は
全
国
高
校
駅
伝
の
話
題
で
心
は
弾
ん
で
い
る
。

男
女
共
に
連
覇
の
か
か
る
都
大
路
で
の
走
り
に
、
町
民
一

丸
で
応
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
今
年
、
流
行
語
に
な
っ
た
数
々
の
言
葉
が
あ
る
な
か
で
、

赤
ヘ
ル
の
25
年
ぶ
り
優
勝
で
地
元
広
島
が
湧
い
た
「
神
っ

て
る
」や
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
「
ト
ラ
ン
プ
現
象
」

が
目
立
っ
た
が
、
小
池
東
京
都
知
事
が
就
任
時
に
述
べ
た

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
本
来
そ
う
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、

住
民
目
線
で
の
行
政
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
日
頃
か
ら
今
我
が
町
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
何
が

課
題
な
の
か
、
そ
の
解
決
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

ま
さ
に
現
場
主
義
・
町
民
目
線
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
町
長
就
任
時
の
訓
示
で
職
員
に
話
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
を
町
民
の
方
々
に
理

解
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
る
。

　
小
池
知
事
は
希
望
の
塾
を
発
足
し
た
が
、
世
羅
で
は
集

会
所
単
位
な
ど
小
地
域
で
の
話
し
合
い
に
参
加
し
、
普
段

ど
こ
に
聞
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
も
、
話
し

や
す
い
場
づ
く
り
で
堅
苦
し
く
な
い
雰
囲
気
で
行
い
た
い
。

町
民
一
番
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
来
年
は
い
た

る
所
で
開
催
を
お
願
い
し
た
い
。

ホットに元気・
町長室
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　11月６日（日）、全国高校駅伝競走大会の予選を兼ねた県高
校駅伝競走大会がみよし運動公園陸上競技場を発着点に行われ
ました。男子７区間（42.195㎞）、女子５区間（21.0975㎞）
で襷をつなぎ、男子が51校出場する中、２時間６分55秒で13
年連続（46回目の優勝）を達成しました。また女子は33校出
場する中、１時間10分26秒で11年連続（11回目の優勝）を
飾りました。多くの方々の熱い御声援ありがとうございました。
　12月25日（日）に行われる京都での全国大会へ向け、高い
目標を達成するために日々練習を続けています。昨年の最強と
うたわれたチームから、再び挑戦者として新たなステップを踏
んで、日々成長を続けています。地域の皆様、そして広島県の
皆様へ元気・感動・笑顔を届けられるよう頑張りますので、引
き続き御支援、御声援よろしくお願いします。

男
子
第
67
回
・
女
子
第
33
回

　

広
島
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

男子 46回目の優勝

女子 11回目の優勝
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男子記録 氏　名
（学年）

通過
順位 タイム

１区
（10.0㎞）

吉田　圭太
（３年） １位 29：58

２区
（3.0㎞）

前垣内　皓大
（１年） １位 9：09

３区
（8.1075㎞）

デービッド・グレ
（２年） １位 23：20

４区
（8.0875㎞）

長嶺　龍之介
（３年） １位　 24：22

５区
（3.0㎞）

愼　　颯斗
（２年） １位 9：10

６区
（5.0㎞）

幟立　晃汰
（２年） １位　 15：23

７区
（5.0㎞）

梶山　林太郎
（１年） １位 15：33

女子記録 氏　名
（学年）

通過
順位 タイム

１区
（6.0㎞）

大西　　響
（２年） １位　 19：32

２区
（4.0975㎞）

平村　古都
（１年） １位 13：14

３区
（3.0㎞）

山田　菜々子
（３年） １位 10：12

４区
（3.0㎞）

森長　彩理
（２年） １位 10：10

５区
（5.0㎞）

神笠　貴子
（１年） １位　 17：18

Ａ：I have to go to the animal shelter tomorrow.
　　明日、動物保護施設に行かなければいけません。
Ｂ：Why?What for?
　　どうして？何のためにですか？
Ａ：Because I volunteer there. I really love animals!
　　なぜなら、そこで、ボランティアをするからです。
　　私は動物が大好きです。

ワンポイント英会話の

&K
クリステン

risten

R
ランドル

andall
№41

Hello everyone, Kristen here!
It's getting very cold.
During December, some people celebrate 
Hanukkah, Kwanzaa, Three Kings Day, 
Ramadan, St. Lucia Day, Dia de la Virgen de 
Guadalupe, or Christmas in America.
However, my family celebrates Christmas.
During Christmas, people decorate Christmas 
trees, and leave Christmas presents under the 
Christmas trees.
Some children make cookies for Santa!
Many families will have a Christmas dinner!
 It is fun to meet family and go to parties.
Christmas is my favorite holiday!
Merry Christmas!

　皆さん、こんにちは、クリステンです。
　寒くなってきましたね。
　12月には、アメリカでは、クリスマス、ハヌ
ガー、クワンザ、３人の王の日、ラマダン、セ
ントルシアの日、グアダルーペの聖母の日など
祝う人もいますが、私の家ではクリスマスをお
祝いします。
　クリスマスには、クリスマスツリーを飾り、
ツリーの下にプレゼントを置きます。
　サンタクロースにクッキーを作る子どももい
ます。
　たくさんの家庭でクリスマスディナーをしま
す。家族に会ったり、パーティーへ出かけたり、
とても楽しいです。
　私は、クリスマスが一番好きです！
　メリー　クリスマス！

【Because ／なぜなら】今月のポイント！

Let's try usi
ng

this English
!
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障害児・者つうしん＝特別編＝

　最近、テレビなどでもよく聞くようになった「発達障害※」。どんなイメージです
か？どんな障害か知っていますか？
　今回は、成人し就職したわが子が「発達障害」と診断された、ある母親の体験談
をご紹介します。

大 人 の 発 達 障 害
～相談から始まる支援～

◆
は
じ
め
に

　
職
を
失
っ
た
わ
が
子
と
、
障
害
に
向
き

合
い
な
が
ら
再
就
職
を
目
指
し
た
お
よ
そ

３
年
間
。
こ
の
出
来
事
は
、
私
た
ち
家
族

の
人
生
を
1₈₀
度
変
え
ま
し
た
。
体
験
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
「
発
達
障
害
」
を
身
近
な
こ
と

と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
い
う
思
い
と
、
私
た
ち
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

こ
め
て
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

◆
突
然
の
知
ら
せ

　
私
の
子
ど
も
は
大
学
を
卒
業
後
、
県
内

の
企
業
に
就
職
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
始

め
ま
し
た
。
特
に
変
わ
っ
た
様
子
も
見
ら

れ
ず
、
や
っ
と
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た

と
安
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
丸
２
年
が
経
っ
た
頃
で
す
。

突
然
会
社
か
ら
、「
子
ど
も
さ
ん
の
様
子

が
お
か
し
く
、
死
ぬ
こ
と
も
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
。」
と
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

何
の
こ
と
か
理
解
で
き
な
い
ま
ま
あ
わ
て

て
会
社
へ
行
く
と
、
そ
こ
に
は
力
な
く

座
っ
た
わ
が
子
が
・
・
。
別
人
の
よ
う
な

姿
に
言
葉
も
出
ず
、
た
だ
唖
然
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
会
社
の
方
に
話
を
聞
く
と
、

仕
事
上
の
失
敗
を
同
僚
な
ど
か
ら
叱
責
さ

れ
、
更
に
理
解
者
で
あ
っ
た
上
司
の
転
勤

が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、「
も
う
守
っ
て
も

ら
え
な
い
。」
と
い
う
思
い
か
ら
、
心
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の

仕
事
ぶ
り
は
「
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
確

実
に
で
き
る
が
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

な
い
。」「
作
業
報
告
な
ど
ま
わ
り
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
。」な
ど
、

今
考
え
る
と
、
す
べ
て
発
達
障
害
の
主
た

る
特
徴
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
自
宅
へ
連
れ
帰
り
、
精
神
科
で
「
う
つ

病
」
と
診
断
さ
れ
、
自
宅
療
養
を
始
め
ま

し
た
が
、
そ
の
後
も
、
無
感
情
・
無
気
力

な
状
態
は
続
き
ま
し
た
。

◆
一
歩
を
踏
み
出
す

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
友
人
か
ら
子
ど
も

は
、「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
じ
ゃ
な
い
？
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
は

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
は
「
発
達
障

害
」
の
一
つ
だ
と
わ
か
り
、
発
達
障
害
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
見
つ
け
や
っ
て
み
る

と
、
わ
が
子
の
特
徴
に
当
て
は
ま
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
は
何
と
か
し
な
い

と
、
と
思
い
調
べ
て
い
く
と
、
東
広
島
市

に
あ
る
「
広
島
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」）」
が
無
料
で

相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

早
速
電
話
で
予
約
し
、
後
日
、
子
ど
も
と

一
緒
に
行
き
ま
し
た
。

　
結
局
セ
ン
タ
ー
に
は
５
〜
６
回
通
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
日
の
面
談
後
相

談
員
か
ら
、
発
達
障
害
を
診
断
で
き
る
医

師
に
よ
る
診
断
を
希
望
す
る
か
聞
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
は
「
も
し
か
し
た
ら
発
達

障
害
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
病
院
で

診
て
も
ら
え
ば
前
と
同
じ
状
態
に
戻
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。」
と
の
思
い
で
、
発
達

障
害
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
病
院
を
受
診

し
ま
し
た
。
結
果
は
「
自
閉
症
」。
こ
の

時
も
「
自
閉
症
っ
て
何
だ
ろ
う
。」
と
い

う
感
じ
で
し
た
。
医
師
か
ら
は
「
専
門
の

本
を
読
ん
で
学
び
、
事
実
を
受
け
入
れ
な

さ
い
。
病
気
で
は
な
い
の
で
治
ら
な
い
が
、

で
き
な
い
こ
と
を
、
ど
う
や
っ
た
ら
で
き

な
く
て
も
済
む
か
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切

※「発達障害」の定義
　発達障害者支援法では「自閉症、ア
スペルガー症候群その他の広汎性発達
障害、学習障害、注意欠陥多動性障害
その他のこれに類する脳機能の障害で
あってその症状が通常低年齢において
発現するもの」と定義されています。
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で
す
よ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

は
話
の
半
分
も
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
も
説
明
を
聞
き
ま

し
た
が
、
自
分
な
り
に
し
ん
ど
さ
の
理
由

が
腑
に
落
ち
た
の
か
、「
そ
う
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
読
ま
れ
た
方
は
「
今
ま
で
全

く
子
ど
も
の
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た

の
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
子
育
て
の
中
で

　
小
学
生
の
頃
は
、
姿
勢
や
走
り
方
が
兄

弟
と
比
べ
て
「
何
か
お
か
し
い
」
と
感
じ

た
り
、
友
だ
ち
と
過
ご
す
様
子
に
、
何
か

違
和
感
の
よ
う
な
も
の
を
抱
き
、
相
談
し

た
り
し
ま
し
た
が
、
担
任
か
ら
は
「
子
ど

も
ら
し
く
て
よ
い
子
で
す
よ
。」と
、
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
頃
は
、
先
生
と
の
や
り
と
り

に
つ
ま
ず
き
、
関
係
性
が
う
ま
く
つ
く
れ

な
か
っ
た
り
。

　
高
校
生
の
頃
は
、
数
学
が
得
意
で
成
績

が
良
か
っ
た
が
、
苦
手
な
教
科
は
さ
っ
ぱ

り
で
し
た
。

　
し
か
し
、「
学
校
」
と
い
う
社
会
の
中

で
は
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
訳
で

も
な
く
あ
ま
り
心
配
の
い
ら
な
い
子
で
し

た
。

◆
再
就
職
へ

　
結
局
仕
事
は
や
め
、
セ
ン
タ
ー
の
方
の

呼
び
か
け
で
、
セ
ン
タ
ー
、
み
つ
ば
会
相

談
支
援
事
業
所
、
福
祉
課
の
担
当
者
と
本

人
、
私
が
参
加
し
、
今
後
の
事
に
つ
い
て

話
し
合
う
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
色
々
な
人
が
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

の
か
と
、
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
、
就
職
を
目
指
し
て
「
訓
練
」

を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
み
つ
ば
会
の
相
談
支
援
専
門
員
に

相
談
し
な
が
ら
、
事
業
所
の
見
学
を
行
い
、

平
成
26
年
９
月
尾
道
市
に
あ
る
ワ
ー
ク
ス

さ
つ
き
の
通
所
を
始
め
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
９
月
に
合
同
企
業
面
接
会
へ

参
加
し
、
10
月
に
は
契
約
社
員
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
職
初
日
に
は
直
属
の
上
司
宛
に
手
紙

を
書
き
、
子
ど
も
に
持
た
せ
ま
し
た
。
そ

の
手
紙
に
は
障
害
の
特
性
や
、
本
人
が
理

解
し
や
す
い
指
示
の
仕
方
、
で
き
な
い
こ

と
の
リ
ス
ト
な
ど
、
働
く
上
で
助
け
に
な

る
こ
と
を
思
い
つ
く
限
り
書
き
ま
し
た
。

長
い
手
紙
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
日
上
司

の
方
か
ら
返
事
を
い
た
だ
き
、「
信
頼
で

き
る
職
場
だ
」
と
感
じ
ま
し
た
。
就
職
し

て
２
週
間
後
、
子
ど
も
の
仕
事
先
へ
、
私

と
ワ
ー
ク
ス
さ
つ
き
の
支
援
員
と
が
伺
い
、

職
場
で
の
支
援
方
法
な
ど
直
属
の
上
司
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。「
来
て
も
ら
っ

て
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。」
と
言
っ

て
も
ら
え
た
時
は
本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

面接訓練の様子

○相談支援事業所からひとこと・・・
　　みつば会相談支援事業所

相談支援専門員　柳川美里さん

　「相談支援事業所」は、障害のあるご本
人やご家族、地域や周りの人の相談に応じ
る事業所です。必要な情報の提供や、専門
機関の紹介、福祉サービスの申請や利用の
ためのお手伝い、生活のアドバイスなどを
行っています。
　今回の場合は、訓練のための事業所との
調整、利用中の状態の確認や、障害年金の
相談などを行いました。

　最近では、幼少期から特性（得意なこと
や苦手なこと）に応じた支援を受けられる
体制が整ってきていますが、今回の相談者
のように、成人するまで、周囲との違和感
や生きづらさを感じながら過ごしてこられ
た方も少なくありません。
　発達障害の診断は受けずとも、自身の持
つ特性を理解し、得意なことを活かせる仕
事や、苦手さを補う方法、必要なサポート
を考えることで、仕事や生活がしやすくな
ることもあります。それは、１人では難し
いこともあります。「人とうまくコミュニ
ケーションがとれない」「突発的な出来事が
起きると混乱する」「片付けや整理整頓が出
来ない」など、仕事や日常生活での困りご
とについて、お手伝いできることがあるか
もしれません。お気軽にご相談ください。
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障害児・者つうしん＝特別編＝
◆
「
甘
え
て
い
る
だ
け
・
・
・
」

　
わ
が
子
は
幸
運
に
も
そ
の
原
因
と
対
処

方
法
が
わ
か
り
、
職
場
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
適
し
た
仕
事
を
与
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
周
囲
の
人

が
皆
理
解
し
て
く
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
一
時
期
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
日
、
バ
イ
ト
先
の
方
か

ら
「
あ
の
子
は
賢
い
。
だ
か
ら
や
ら
ず
に

済
む
と
思
っ
た
ら
や
ら
な
い
。
あ
な
た
が

甘
や
か
す
か
ら
だ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

自
閉
症
の
こ
と
を
説
明
し
て
も
「
そ
の
病

気
は
甘
え
か
ら
来
て
い
る
。
治
さ
な
い

と
。」と
更
に
強
く
言
わ
れ
た
り
。
し
か
し
、

言
わ
な
い
と
や
ら
な
い
の
は
怠
け
て
い
る

訳
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
子
の

障
害
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
継
続
し
た
支

援
が
必
要
な
の
で
す
。

◆
障
害
を
知
り
理
解
す
る
こ
と

　
今
、
あ
な
た
が
誰
か
に
対
し
て
抱
い
て

い
る
違
和
感
や
理
解
で
き
な
い
行
動
。
悪

い
人
で
は
な
い
け
れ
ど
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
所
が
あ
る
。
も
し
そ
う
感
じ
て
い
る
な

ら
、
そ
れ
は
わ
ざ
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
自
分
の
中
で
物
事
や
順
番
を
整
理

出
来
な
く
て
、
も
が
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
近
年
で
は
、
研
究
が
す
す
み
幼
少
期
か

ら
特
性
に
気
付
き
や
す
い
よ
う
で
す
が
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
自
閉
症
や
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
精
神
的
に
疲
労
を
抱
え
た
人
の
中
に
は

発
達
障
害
の
人
も
居
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
障
害
を
知
り
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
、

お
互
い
が
わ
か
り
合
え
る
こ
と
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。

◆
相
談
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

　
「
も
し
か
し
た
ら
私
も
？
」「
も
し
か
し

た
ら
う
ち
の
子
も
？
」
と
思
っ
た
と
き
、

必
ず
相
談
に
の
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
知
る

こ
と
で
楽
に
な
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
が
子
の
様
に
、
気
持
ち
が
楽

に
な
れ
ば
、
人
生
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
人
が
、
相
談
や
支
援
を
受
け

る
こ
と
で
、
将
来
が
少
し
で
も
明
る
く
生

き
て
い
き
や
す
い
、
希
望
の
持
て
る
も
の

に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
ス
さ
つ
き
で
は
、
一
般
企
業

の
就
職
に
向
け
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
様
々
な
訓
練
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
訓
練
で
は
、
就
労
に
向
け

た
学
習
会
や
職
場
実
習
、
施
設
内
作
業

を
経
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
就
労
に
向
け
た
学
習
会
で
は
、

ご
本
人
が
得
意
と
す
る
パ
ソ
コ
ン
作
業

の
ス
キ
ル
が
向
上
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
作
業
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
サ
ン
プ

ル
幕
張
版
（
Ｍ
Ｗ
Ｓ
）
を
活
用
し
て
訓

練
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
職
場
対

人
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
に

よ
る
実
際
の
職
場
を
想
定
し
た
他
者
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
学
習
会
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
合
同
企
業
面
接
会
に
参

加
し
、
パ
ソ
コ
ン
業
務
の
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
安
心
し

て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
定
期
的
に
会
社
に
訪

問
し
て
、
本
人
や
上
司
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
上
司
に
は
、
本
人
と
の
関
わ
り

方
や
本
人
の
得
意
な
こ
と
苦
手
な
こ
と

を
伝
え
、
本
人
を
理
解
し
て
も
ら
い
円

滑
な
人
間
関
係
や
働
き
や
す
い
環
境
作

り
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
継
続
し
て
就
業
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

継
続
し
た
就
業
生
活
の
た
め
に
～
Ａ
さ
ん
の
支
援
を
通
し
て
～

　
　
　
社
会
福
祉
法
人
尾
道
さ
つ
き
会
　
ワ
ー
ク
ス
さ
つ
き

	

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
　
田
口
　
潤
さ
ん

■ちょっと豆知識■
＜ジョブコーチ＞

　障害者・家族・事業
主・従業員に対して、
障害者が職場適応でき
るよう、きめ細かく支
援します。
　仕事内容や職場環境
の改善を提案すること
もあります。

ワークサンプル幕張版
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障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
各
保
健
福
祉
圏
域
に
１
か
所
ず
つ

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
羅
町
は
『
み

ど
り
の
町
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
』
が
担
当
し
、
障
害
の
あ
る
方

の
就
業
面
と
そ
れ
に
伴
う
生
活
面
で
お

手
伝
い
を
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
労
を
希
望
す
る
方
を
支
援
す
る
以

外
に
、
会
社
に
対
し
て
、
業
務
内
容
や

雇
用
管
理
等
の
提
案
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　
障
害
者
雇
用
は
以
前
に
比
べ
る
と
企

業
の
受
け
入
れ
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
初
め
て
雇
用
さ
れ
る
会
社
は
障

害
の
あ
る
方
に
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
会
社
へ
は
特
別
支
援

学
校
や
地
域
の
障
害
者
施
設
、
先
駆
的

に
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
い
る
企
業
へ

同
行
し
て
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見

学
す
る
事
で
「
ま
ず
は
実
習
を
受
け
入

れ
て
み
た
い
」と
い
う
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　
実
習
で
き
る
企
業
が
増
え
る
こ
と
で
、

障
害
の
あ
る
方
は
、
様
々
な
職
種
の
体

験
が
で
き
、
就
労
を
考
え
る
時
の
選
択

肢
が
増
え
ま
す
。
企
業
の
方
は
、
障
害

の
あ
る
方
と
実
際
に
仕
事
を
行
う
事
で
、

障
害
者
雇
用
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
な

ど
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
知
的
に
障

害
の
あ
る
方
は
覚
え
る
事
に
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
複
雑
で
な
い
繰
り
返
し

の
仕
事
を
得
意
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
精

神
に
障
害
の
あ
る
方
は
体
調
管
理
に
配

慮
し
、
短
時
間
労
働
か
ら
行
う
こ
と
で

安
定
し
た
就
労
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
発
達
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
興

味
が
あ
る
事
に
関
し
て
は
突
出
し
た
集

中
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
に
合
っ
た

職
種
で
あ
れ
ば
、
十
分
就
労
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　
世
羅
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
農
業
の
盛

ん
な
町
で
す
。
農
園
な
ど
で
、
見
学
や

実
習
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
で
き
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

障
害
者
の
雇
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
み
ど
り
の
町
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

	

主
任
就
業
支
援
担
当
者
　
兼
山
　
俊
作
さ
ん

主な相談窓口 住　　　所 連絡先

広島県発達障害者支援センター 東広島市西条町西条414番地31 082－490－3455

みつば会相談支援事業所 世羅町大字寺町1568番地２ 22－2715

世羅町福祉課 世羅町大字本郷947番地 25－0072

みどりの町障害者就業・
生活支援センター（世羅町担当） 三原市大和町箱川1503番地 0847－35－3350

 気になることは、まず相談してみましょう 

障害のある方が地域で安心して生活していくためには、
周囲が障害の事をよく理解することが大切です。

地域で支え合い、一人ひとりが輝く、共生のまちを目指しましょう。
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　町内の施設の利用を希望される場合は、つぎのとおり教育・保育の必要性に応じた認定
を受ける必要があります。

【認定区分】

町内の認定こども園・保育所に
入所・入園する手続きについて

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設
１号認定

（教育標準時間認定）
満３歳以上で、幼児教育を希望する
場合 認定こども園

２号認定
（満３歳以上・保育認定）

満３歳以上で、「保育の必要な事由」
に該当し、保育を希望する場合 保育所・認定こども園

３号認定
（満３歳未満・保育認定）

満３歳未満で、「保育の必要な事由」
に該当し、保育を希望する場合 保育所・認定こども園

　※教育標準時間認定（１号）を希望される方は、認定こども園へ直接お尋ねください。
　※保育認定（２号・３号）の注意事項
　１．  保育を希望する場合は、保育の必要な事由（下記の入所・入園の要件）に該当する

ことが必要です。
　２．保護者の就労形態などにより、次の２つの利用区分に分けられます。
　　　ア．保育標準時間利用：フルタイム就労を想定した利用（最長11時間）
　　　イ．保育短時間利用：パートタイム就労を想定した利用（最長８時間）

入所・入園の要件
　世羅町に住所を有する児童で、児童の保護者が次の要件に該当し、保育ができない場合
　　①家庭外・家庭内（児童と離れて日常の家事以外）で仕事をしている
　　②母親が出産の前後である（※１）
　　③保護者が疾病・負傷及び障害等を有している
　　④保護者が同居の親族又は直系親族の介護・看護をする必要がある
　　⑤被災及びその復旧に従事している
　　⑥求職活動を行っている（※２）
　　⑦就学又は職業訓練を行っている
　　⑧虐待やDVのおそれがある
　　⑨育児休業取得時の継続利用
　　⑩町長が必要であると認めた場合
　　　（※１）産前２か月から産後４か月までの間利用できます。
　　　（※２）求職活動中の場合は、原則90日間の利用となります。

保　育　料
　町内の保育所、認定こども園の保育料は町が定めた基準額となります。
　町では、定住促進と子育て家庭の経済的負担の軽減を目的とし、一定の要件を満たす
世帯の保育料を基準額の半額とする支援を行っています。
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　町立保育所・認定こども園の入所・入園手続きの流れ
【平成29年４月から、新たに入所・入園を希望する場合】

【すでに入所・入園していて、引き続き同じ施設の利用を希望する場合】
　○現在、入所・入園されている施設から別途通知します。

✿町内の保育施設一覧✿

町立保育所を
希望する場合

私立認定こども園を
希望する場合

  施　設　名 住　　所 電話番号

町立保育所

いお保育所 世羅町大字伊尾1953-1 24－0777
にしおおた保育所 世羅町大字賀茂3132-2 27－0034
にしおおた保育所おおみ分園 世羅町大字安田389 29－0059
せらにし保育所 世羅町大字小国4495-1 37－1056

私立認定
こども園

認定こども園世羅幼稚園 世羅町大字本郷626-1 25－0316
世羅めぐみ認定こども園 世羅町大字本郷582-1 25－5215
甲山めぐみ認定こども園 世羅町大字小世良392-1 25－5621

【お問い合わせ先】子育て支援課　児童保育係　☎25－0295

① 子育て支援課・せらにし支所・各認定こ
ども園で支給認定申請書を受け取る

★H28.12.15〜

②子育て支援課に支給認定の申請を行う
★H28.12.15〜

③ 子育て支援課から支給認定証を保護者へ
送付

★H29.1月上旬〜

④ 送付された支給認定証を持って、希望の
園へ入園を申し込む

★H29.1月上旬〜下旬まで

⑤園から入園決定通知書を保護者へ送付
★H29.2月下旬
その後、園ごとに入園説明会を開催
★H29.3月中旬

⑥認定こども園へ入園
★H29.4月〜

⑦園から保育料決定通知を保護者へ送付
★H29.4月中旬

① 子育て支援課・せらにし支所・各町立保
育所で入所申込書・支給認定申請書を受
け取る

★H2812.15〜

② 子育て支援課へ入所申込みと支給認定の
申請を行う

★H29.1.6〜

③ 子育て支援課から入所決定通知書と支給
認定証を保護者へ送付

★H29.2月下旬
その後、保育所ごとに入所説明会を開催
★H29.3月上旬

④保育所へ入所
★H29.4月〜

⑤ 子育て支援課から保育料決定通知書を
保護者へ送付

★H29.4月中旬
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わたしたちのまちの子育て支援

　世羅町では、32名の母子保健推進員が、安心して子育てができる環境をつくっていく
ことを目的に、妊娠中から出産・育児などの子育てについて、地域の身近な相談役として、
子育ての応援や母子保健の推進活動を展開しています。

地域の母子保健推進員を紹介します

【お問い合わせ先】子育て支援課　子育て支援係　☎25－0295

母子保健推進員 担当地域 母子保健推進員 担当地域
公文　千江子

大田地域

勝見　小百合

甲山地域久井　啓子 出雲　小百合
田渕　厚子 松本　千代美
原田　亜紀 脇谷　順子
餅田　孝美 松井　靖恵

中央地域松浦　祥子 小川　弥生
成光　ちよみ 板橋　清子
風呂迫　博子

大見地域
林　幸江 伊尾・小谷地域

高田　美幸 矢山　さと子 東地域柴田　敏加 國正　文子
加藤　和美

西大田地域

坂口　淳子 宇津戸地域近藤　悦子 山野　祝子
児玉　道枝 重田　文子

せらにし地域井口　ひとみ 福馬　功子
平野　千里 津久志地域 平野　次子
島崎　憲子 眞教寺　定代

子育て広場を企画して、たくさんの親子が参加してくれました。
歌を歌ったり、手遊び・大型絵本を読んで楽しい時間を過ごしました。

研修風景

　保健師や保育士と連携しながら、子育て広場や乳幼児健診での計測、訪
問活動などを行っています。子育てに関する嬉しいことや辛いことなど、
母子保健推進員になんでもお話しください。
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世羅町商工会ニュース

▶小規模事業者のみなさま  
　売上拡大・販路開拓などに取組もうとお考え
の時に“計画策定”や“費用捻出”などで、お
困りになることはありませんか？
　そんなとき、国の補助金を活用して“円滑な
事業展開を実現”してみてはいかがですか！

▶「小規模事業者持続化補助金」では  
　事業の持続的発展を後押しするため、商工会
の支援を受けて事業計画を作成、その事業計画
に沿った取り組みに対し、経費の一部が補助さ
れます。
（活用事例）
　  商品パッケージのリニューアル
　ホームページ構築
　チラシ作成と折込広告
　展示会出展など

▶「対象者」のみなさま  
　小規模事業者の法人及び個人事業主の方で
　・ 製造業、建設業等においては常時使用する

従業員20人以下
　・ 卸売業、小売業、サービス業では常時使用

する従業員５名以下

▶「支援内容（一般型）」  
対　象　者：全国の小規模事業者
補　助　率：補助対象経費の３分の２以内
補助上限額：50万円、
　  （賃上げ、雇用対策、海外展開、買物弱者対策

に取組む事業者は100万円）
　  （複数の事業者が連携した共同事業に取組む事

業者は500万円）

▶「募集期間（一般型）」  
公募開始日：平成28年11月４日（金）
締　切　日：平成29年１月27日（金）

　小規模事業者持続化補助金の活用を検
討される方は、世羅町商工会へお問い合
わせください。

【お問い合わせ先】
　世羅町商工会　☎22－0529

『小規模事業者持続化補助金』公募受付
中！

日　時：平成29年１月22日（日）　13時30分～
会　場：せら文化センター（２階小ホール）
講　演：「2025年を見据えた医療提供体制」について
講　師：北広島町雄鹿原診療所所長　　東條　環樹　先生
パネルディスカッション：「助け合いの地域づくりをめざして」

　団塊の世代が75歳以上になる2025年以降、医療や介護のニーズは、一層高まる見通しで
す。また、認知症、独居高齢者、老老介護などへの対策も重要な課題となっています。この
ような状況の中で、世羅町の医療を守るため、住民の皆様や医療関係者、議会、行政などが、
それぞれの立場で何ができるのかを考える集いです。
　どなたでも、お気軽にお越しください。

主　催：世羅町・世羅中央病院企業団　　　　　共　催：世羅町議会
【お問い合わせ先】健康保険課　健康増進係　☎25－0134

地域医療を考える集い
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「ハイジ（歯維持）検診」は受けられましたか!!

「健幸セミナー」のお知らせ

　世羅町では、今年度中に21歳・26歳・31歳・36歳・41歳・46歳・51歳・56
歳・61歳になられる方に、『ハイジ検診クーポン券』を送付しています。
　ハイジ検診とは、歯周疾患検診です。歯周疾患は、歯を失うきっかけとなる病気
で、初期には自覚症状がありません。予防には、年に１〜２回の検診が大切です。
詳しくはクーポン券をご覧ください。

※クーポン券の使用期限は、平成29年３月31日です。
※町内歯科医療機関を予約し、受診してください。

インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザは毎年１月〜２月に流行のピークを迎えます。
　流行する前にインフルエンザの予防接種を受けておくことや、手洗い・うがいな
どの感染予防が大切です。
※インフルエンザ予防接種の公費負担は、１月末までです。
　65歳以上の高齢者の方で、まだ予防接種を受けていない場合は、
　早めに予防接種を受けましょう。

日　時：１月23日（月）　13時30分～15時30分
会　場：甲山保健福祉センター
内　容：冬場の体力づくりについて
講　師：公立世羅中央病院　理学療法士　向井　邦俊　先生

いつまでも、食べる楽しみを持ち、いきいきと元気に過ごすために、
『ハイジ（歯維持）検診』を受けましょう！

【お問い合わせ先】健康保険課　健康増進係　☎25－0134

2016.12　No.14717 広報



　平成28年12月１日付けで次の方々が厚生労働大臣から民生委員・児童委員に委嘱されました。
　委員の方には、今後３年間地域において住民の皆さんの良き相談相手として、また、各種社会福
祉施策への協力者としてご活躍いただきます。
　委員の方々の氏名・担当地域は次のとおりです。

委員氏名 担当地域
渕　上　　忠　保 扇町・弥栄・１丁目・２丁目
井　口　　純　子 上ノ町・上小路・大黒・開善・本町・胡町・東町・永楽
國　政　　由美子 今市・大谷・京流・世良
橘　髙　　史　郎 世良中・梅・旭・桜・雇用促進住宅・協栄
貞　末　　惠　子 宮田・日の出・後谷・宗政上住宅・円光地の一部
土　居　　千　明 流・新栄・協和・朝日・曙・艮・新山・円光地の一部
中　光　　兼　雄 金比羅・馬上・太郎丸・中・有実団地
野　市　　順　治 奥・沖中・岡・貞惣・沖河原住宅・天神鼻・沖本
黒　木　　美津子 東上原全域
新　谷　　博　夫 時森・陰地・石丸谷・日向
小　林　　義　典 下川尻・久恵・別迫
森　迫　　洋　子 上・片田・中・下中・長屋
久　保　　千鶴子 高田・桑原・山田
紺　谷　　　　恵 甲斐村・高村・駅前
正　傳　　千鶴惠 本地・下津屋・小谷
為　壮　　早知子 青近
中　谷　　清　人 はりま・反田
松　木　　克　二 郷・すりや・段原
生　田　　秀　昭 赤屋全域
田　坂　　泰　子 箱・中原の一部
田　口　　智　昭 宮側・矢熊・中原の一部
吉　井　　澄　明 市
向　井　　浄　博 下仮屋・長尾

　山　　定　子 平之城・有美・釜田
三　好　　信　子 大村・西川
貞　森　　智津子 行貞・宇山・井折住宅
小　池　　千　里 池田・早山・国久・土取・小反田

井折・昭和町地域につきましては調整しています。
＊相談等につきましては福祉課へご連絡ください。

岡　　　　信　江 寺町
成　光　　廣　志 青山・西神崎
溝　口　　文　紀 東神崎
平　野　　幸　江 栄町・川口・平之城（平之城沖）
水　谷　　京　子 大田町
光　元　　　　要 上安田・鳥の子
政　成　　誠　子 中安田・郷安田１班・水の別
丸　山　　英　治 郷安田２班・３班・４班・上戸張・下戸張
髙　田　　重　子 後安田・空口・日並・五反平・宮地谷
西　川　　康　人 徳市
神　田　　早　苗 黒渕
相　良　　照　子 垰・津口（大畑・西組）
仁　井　　徳　子 津口

民生委員・児童委員の
改選が行われました

2016.12　No.147 18広報



委員氏名 担当地域
岡　田　　政　二 青水
今　谷　　博　子 賀茂西
高　本　　澄　江 賀茂東
金　久　　和　子 重永後・賀茂東（城ヶ鼻）
松　尾　　典　和 重永前
元　泉　　小百合 田打
前　垣　　泰　造 京丸
池　本　　昭　夫 中原・堀越・三郎丸
栗　原　　美智子 福田・中央・飛谷
篠　原　　佐代子 溝熊・大仙・篠村
折　元　　清　子 二反田・祇園鹿島・黒羽田・ふじの里
宗　藤　　光　弘 大坪福原・次郎丸・東新町・奥柏床・東町
中　間　　德　子 元町・太平地・胡町・竹之迫
福　永　　洋　子 市柏床・本町・西町・宮下・小国住宅・あけぼの住宅
國　實　　朗　子 狩山・中島・鳴戸・みどり住宅・つばき住宅・潮音地
入　君　　 　喜 天満・岩屋谷・冠・見田・別迫
山　口　　君　枝 上谷・拝上・拝下・ひまわり住宅
小　迫　　正　子 三日市上・三日市下・下陰地・前山家・明峰ケ丘住宅
横　田　　敏　彦 横路・矢通地・神田敷名谷・明和
福　原　　義　文 後山家・中・六本木・中ヶ原
福　服　　正　博 大池・金剛地・吉祥地1
貞　安　　和　則 海草・丸林・日南・上組・吉祥地2
石　井　　隆　治 局・鶴峯・中陰地
吉　岡　　友　惠 閶・市・津田団地
平　野　　博　雄 祇園・中村・横坂
則　貞　　裕　子 甲山地区（主任児童委員）
小　野　　典　子 世羅地区（主任児童委員）
見　藤　　宣　晃 せらにし地区（主任児童委員）

【民生委員・児童委員に関するお問い合わせ先】
　福祉課　　　　　　　☎25－0072
　せらにし支所生活課　☎37－2111

広げよう 地域に根ざした 思いやり
民生委員・児童委員とは
地域住民の立場にたって地域の福祉を担うボランティアです。

　民生委員法により住民の中から選ばれ、地域福祉の向上のために厚生労働大臣から委嘱され
た「民間の奉仕者」です。担当地域が決められており、それぞれの地域で活動を行っています。
また、児童委員は、児童福祉法によって民生委員が兼ねています。主任児童委員は、児童福祉
問題を専門に担当しています。

民生委員・児童委員は
地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。

　自らも地域住民の一員として、担当地域において高齢者や障がいのある方の安否確認や見守
り、子どもたちへの声かけなどを行っています。医療や介護の悩み、妊娠や子育ての不安、失
業や経済的困窮による生活上の心配ごとなど、さまざまな相談に応じます。相談内容に応じて、
必要な支援が受けられるよう、関係行政機関とのつなぎ役になります。
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（※1）通常収集とは、各地域ごとに決められている曜日に出されたごみを収集することです。
（※2）第１月曜日が、不燃ごみの収集日になっている地域は１月４日に収集します。

12/27日 28日 29日 30日 31日 1/1日 2
（※2）
日 3日 4日

（火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水）
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尾道税務署からのお知らせ確 定
申 告 確定申告のポイントをお知らせします！

平成28年分の申告から

が必要です！！

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」では、画面の案内に従って金額等
を入力すれば、税額などが自動計算され、所
得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告
決算書などを作成できます。

作成した申告書等は・・・

申告書の作成は、便利な

「確定申告書等作成コーナー」で！
そ
の
①

申告書には

マイナンバーの記載が必要です！
そ
の
②

書面
提出

※事前準備が必要です。

e-Tax
送信

マイナンバーの記載
＋

本人確認書類の
提示又は写しの添付

（注）  e-Taxで送信すれば、本人確認書類の
提示又は写しの提出は不要です。

詳しくは 国税庁  で 検　索
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12月15日（木）～　12月31日（土）
防火標語（平成28年度全国統一防火標語）

『消しましょう　その火その時　その場所で』
　年末は何かと慌ただしく、火の取り扱いもおろそかになりがち
です。また空気が乾燥し、風も強く火災の起こりやすい時季でも
あります。
　あなたの家庭から、職場から火事を出さないよう「火の用心」
に努めましょう。
【お問い合わせ先】三原市消防署北部分署　☎22－3737

火
の
用
心

年末火災予防運動実施中
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　浄化槽は、微生物の働きを利用して生活排水とトイレの汚水を処理しており、微生物が活動しや
すい環境に保つことが大切です。そのためには、浄化槽法で定められた保守点検・清掃・法定検査

（11条検査）を実施する必要があります。
　この補助金制度は、住宅等に設置されている合併処理浄化槽の維持管理に要した費用の一部を助
成することにより、適正な維持管理を行っていただくことを目的とするものです。

1 対象となる区域
　公共下水道供用開始の告示済区域と農業集落排水処理区域を除く町内全域

2 対象となる方
　下記の条件をすべて満たしている場合が対象となります。
　　▶町内の下水道等の供用区域外に合併処理浄化槽を設置していること
　　　（注）し尿のみを処理する単独浄化槽は対象となりません。
　　▶20人槽以下の合併浄化槽を設置している専用住宅又は併用住宅であること
　　▶世羅町に住民票を有する方が使用されている浄化槽であること
　　▶浄化槽の設置工事の前に設置届を提出していること
　　▶保守点検・清掃・法定検査（11条検査）を適正に実施していること
　　▶賃貸を目的とした住宅等でないこと
　　　（借家に居住されている方が浄化槽の維持管理を行っている場合は対象となります。）
　　▶町税等の滞納がないこと

　　⇒なお、対象となる方には、平成29年１月中旬に町から申請書類を送付します。

※１　「し尿処理」と「生活雑排水」を併せて処理する浄化槽
※２　「し尿処理」のみを単独で行う浄化槽
※３　  法律上、浄化槽の保守点検を自ら行うか、業者に委託して４か月に１回以上の定期点検と

年１回以上の清掃を行うことを義務付けられている
※４　処理水の水質について、毎年１回定期的に行う定期検査

設置されている浄化槽は

浄化槽の大きさが20人槽以下

合併浄化槽の設置目的は

専用住宅または店舗等の
併用住宅の排水処理

工場・事務所など（住宅以外）
の排水処理

保守点検（年３回以上）
及び清掃（年１回以上）
を実施している ※３

法定検査（年１回）
を受検している ※４

補助金の対象外

補助金の対象

合併浄化槽 ※１ 単独浄化槽 ※２

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい はい

◆補助金の受給に関するフローシート

合併浄化槽維持管理費補助金制度
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世帯構成員数 年間農業集落排水使用料相当額 世帯構成員数 年間農業集落排水使用料相当額
１人 25,920円 ６人 58,320円
２人 32,400円 ７人 64,800円
３人 38,880円 ８人 71,280円
４人 45,360円 ９人 71,280円
５人 51,840円 10人以上 71,280円

維持管理費合計額　－　使用料相当額　＝　補助金対象額
 52,000円 － 38,880円 ＝ 13,120円

■100円未満の端数切り上げのため、13,200円が今年度の補助金額となります。

【お問い合わせ先】環境整備課　☎22－4513

申
請
者

町

①補助金申請
②料金の支払状況
　実施状況の確認 ○保守点検業者

　及び清掃業者

○法定検査機関
④交付決定 ③回答

⑤請求書の提出

⑥補助金の支払
※料金の支払状況及び業務実施内容を確認するため、交付決定まで
　時間を要する場合がありますので、ご了承ください。

５人槽を設置され、世帯構成員数が３人で法定検査を４月から12月までに受けられた場合

法定
検査

保守点検
15,000円

清掃
30,000円

浄化槽維持管理費合計
52,000円

7,000円

年間農業集落排水使用料相当額
38,880円

使用料相当額
38,880円

この部分が補助金対象額となります。

◆補助金の算定方法　例

3　補助額
　つぎの補助金算出方法により補助します。
　平成28年１月から12月までの間に実施された保守点検・清掃・法定検査（11条検査）の合計額から、
世帯構成員（平成28年７月１日時点で町内に住所を有する方）の合計を基に算定する「年間農業集落
排水使用料相当額」を差し引いた額で、上限を50,000円（100円未満の端数切り上げ）とします。

※１　算定の結果、法定検査料金以下となった場合は、法定検査料金相当額が補助金額となります。
※２　  平成28年１月から３月末までに実施された法定検査料金は5,000円、４月以降に実施された

法定検査料金は7,000円となります。
　　　  また、検査機関は３月までは「広島県浄化槽維持管理協会」が、４月以降は「広島県環境保

全センター」が検査を実施しています。

4 申請期間　平成29年１月から平成29年３月10日まで

5 申請方法　申請書に必要事項を記載して、環境整備課に提出してください。

6 補助金を交付するまでの流れ
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●水道管を凍らせないように
　気温がマイナス４℃以下（風当たりの強い所
はマイナス１〜２℃）になると、水道管の中が
凍る、管が破裂する等の事故が多くなります。
　寒い冬は、必ず防寒して水道管の凍結に備え
ましょう。
【凍結を防ぐ方法】
　凍結を防ぐためには、水道管や蛇口に保温材や布切れ等を巻き、上からビニールテープ等
ですき間なく巻いて保温してください。濡れているとそこから凍結します。

●天気予報に注意
　「低温注意報」が出た夜などは、特に注意して再点検しましょう。
　破裂は、管の中が凍り水が膨張して管がそれに耐えられなくなった状態で、昼間と夜間の
温度差が激しく、気温がマイナス４℃以下になったときに起こるものです。

●凍りやすい水道管
●水道管がむきだしになっているもの。　　●屋外にあるもの。
●北向きの日陰にあるもの。　　　　　　　●風当たりの強い所にあるもの。
※また、夏場に重宝していた太陽熱温水器も今一度点検しましょう。

●凍ってしまったとき
　自然に溶けるのを待つか、凍った部分にタオルをかぶせて、その上
から「ぬるま湯」をゆっくりかけてください。
※ 直接熱湯をかけると水道管や蛇口が破裂することがありますので、

ご注意ください。

●ご家庭の水道メーターによる水漏れ確認方法
　全ての水道蛇口を締めた状態で、パイロットが回
転している場合は、水漏れがあります。

　水道管の水漏れは、いつ発生するか分かりません。
　定期的に水道メーターを確認し、水道水の節水に
努めてください。

　水道管の破裂、水漏れを発見された場合は、止水栓を閉めてください。
　止水栓の場所がわからない場合は、破裂した部分にタオルかビニールテープを巻付け応急
手当をし、最寄りの指定給水装置工事事業者へ連絡しましょう。

【お問い合わせ先】上下水道課　☎22－0533

−　水は限りある資源ですので大切に使いましょう　−

水道管にも防寒対策を！！

パイロット
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　森林の持つ公益的機能の維持・増進を目的として「ひろしまの森づくり事業」を実施します。こ
の事業実施にあたり、環境貢献林整備事業において整備を行う山林を募集しています。詳しい内容
については次のとおりです。

１．事業内容  
　  　手入れがされないまま放置され、緊急に整備が必要なスギ・ヒノキの人工林について、30％以

上の間伐を実施し、健全な人工林へ誘導します。

２．対象となる樹種  
　　スギ・ヒノキの人工林（16〜60年生）

３．対象となる森林  
　　①　  植林を行い、15年以上（ただし、保安林等については10年以上）放置され、緊急に手入れ

が必要な人工林
　　②　①の人工林が判定できない場合、つぎの基準に当てはまる人工林

４．助成内容  
　　整備に必要な定額を助成するものとします。
　　ただし、１ヘクタール当たり１万円を森林所有者に負担していただきます。

５．実施条件  
　　この事業を行うには、森林所有者と町との間で20年間の協定を行っていただきます。
　　この協定の内容については、次のとおりです。
　　　①協定期間に森林の皆伐を行なわないこと。
　　　②対象となる森林を森林以外へ転用しないこと。
　　　③森林体験活動の場として森林を提供していただくこと。

ひろしまの森づくり事業（人工林健全化）
施業地の募集について

【お問い合わせ先】産業振興課　農林整備係　☎22－5304

林　　齢 主林木の立木密度
16〜25年生 2700本/ha以上
26〜35年生 2400本/ha以上
36年生以上 2000本/ha以上

間伐が遅れた人工林

　日光が差し込まないため、地表
の植物も枯れて、土砂や雨水がす
ぐに放出。

間伐による人工林の健全化

　適当な間隔で木を伐採し、樹木
の健全な成長や保水力維持など森
林が持つ公益的機能を高める。
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防ごう！高齢者・障害者虐待
　高齢者や障害者が住み慣れた地域で、その人らしく尊厳を持って暮らしていくこと
は、誰もが望むことです。虐待は高齢者・障害者の尊厳を損なう重大な権利侵害です。

144

このような行為は虐待にあたります

高齢者・障害者の発するサイン
　高齢者や障害者の中には、辛くても相談出来ない方がいます。大きな問題が発生する前に支援す
るためには、地域の皆さんの気づきが大切です。この様な気づきがありましたら相談しましょう。

身体的虐待
○たたく、つねる、殴る、蹴る
○ベッドに縛りつける
○無理やり食事を口に入れる
○外から鍵をかけて閉じ込める　など

介護・世話の放任（ネグレクト）
○食事や水分を与えない
○入浴させない、オムツを替えない
○ 必要な医療・福祉サービスを利用
　させない　など

心理的虐待
○怒鳴る、ののしる、悪口を言う
○無視をする
○子ども扱いをする　など

性的虐待
○わいせつな行為を強要する
○ 排泄の失敗に対し、罰として裸に
　して放置する　など

経済的虐待
○高齢者・障害者の年金や預貯金を本人の同意なく使う
○日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせない　など

□やせが目立つ
□異臭がする
□髪・ひげ・爪が伸び放題で汚れている
□病気になっても受診しない
□眠れない等の訴えがある
□食欲不振、過食、拒食がみられる
□強い無気力、投げやりな態度がみられる
□ サービスの利用料や生活費の支払いが
　できなくなる

□ あざや傷があるのに理由を聞いても
　はっきりしない
□急におびえたり怖がったりする
□家にいたくない等の訴えがある
□下半身からの出血や傷がみられる
□ 年金等があるにもかかわらずお金がない

と訴える

「虐待される人」「虐待してしまう人」の両方を救うために
　家族が今の状況に至るには様々な要因があります。虐待されている人だけでなく、虐待をしてい
る側の家族など養護者への支援が必要な場合もあります。
　気づかずに虐待をしてしまうこともあれば、病気や障害に関する介護への知識がないために不適
切な行為をしてしまうこともあります。

2016.12　No.147 26広報



外国人のための人権相談所
日時　祝日を除く月～金　８時30分〜17時15分
会場　広島市中区上八丁堀6-30　広島法務局人権擁護部
通訳　 英語・タガログ語・ポルトガル語・スペイン語の通訳が可能

です。事前予約が必要です。
【お問い合わせ先】広島法務局人権擁護部　☎082－228－5792

次回の人権相談日
日時　１月25日（水）
　　　９時〜正午
会場　甲山文化センター

　世羅町では、福祉課を相談窓口として相談をお受けしています。
　あなたや周囲でお気づきの事象がございましたら、お気軽にご相談ください。

【高齢者・障害者の虐待相談窓口】
　（世羅保健福祉センター内）福祉課　☎25－0072、℻25－0070

広島県地域包括ケア推進センター　「家庭内の高齢者虐待を防ぐために」引用

近隣の人と日頃から
あいさつを交わしましょう

困っている人を
見かけたら声をかけましょう

変だな？と思ったら
相談・連絡しましょう
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人権の花運動～世羅小学校～
　人権の花運動は、子どもたちが花の栽培を通して、花に対する思いやりやいたわりの心
を養い、情操をより豊かなものにしてくれること、また、人権を尊ぶ心を育ててくれるこ
とを願い、毎年町内1校の指定された学校で行われています。
　今年は、10月25日（火）に世羅小学校３・４年生の児童へ広島法務局尾道支局、尾道
人権擁護委員協議会と
世羅町からヒヤシンス
の球根が贈られました。
　球根を水鉢に入れ子
どもたちが毎日手入れ
をし、開花は来年３月
上旬頃の予定です。

vol.66

　改めて、内閣府男女共同参画局のホームページを見てみると、男女共同参画社会とは
「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における
活動に参画する機会が確保され、もって男女が政治的、経済的、社会的及び文化的利益を
享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」と書かれています。また、男女共
同参画社会基本法には、①男女の人権の尊重、②社会における制度又は慣行についての配
慮、③政策等の立案及び決定への共同参画、④家庭生活における活動と他の活動の両立、
⑤国際的協調、の５本の柱（基本理念）が掲げてあります。文章で表現すると難しくなり
ますが、男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野（家庭生活・地域活動・職場）で活躍で
きる環境になるように、私も積極的に取り組んでいきたいと思います。
　現在、津久志自治センター長として日々地域活動に取り組んでいますが、残念ながら、

「男女共同参画」の考え方自体がまだあまり浸透していないように見受けられます。そ
んな中、身近な話題を題材にした寸劇とグループワークの２部構成で行った「はんぶん
こ出前講座」へ委員として参加して、このよう
な方法であれば、気軽に男女共同参画について
考えてもらえるのではないかと感じました。今
後、津久志地区での出前講座の開催も検討中で
す。また、このような取り組みが町内各地で起
こっていけば更に良いと思います。
 【寄稿】世羅町はんぶんこプラン推進会議　委員　七ツ河　克重

改めて「男女共同参画」について
考えてみませんか？
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いっしょに 温暖化脱エコちゃんの

平成28年度中国・四国地区緑化功労者表彰
　10月27日（木）、広島市において開催され
た「第65回中国・四国地区緑化活動推進協議
会総会」において、脱温暖化プロジェクトせ
らが平成28年度中国・四国地区緑化功労者と
して表彰されました。
　長年、世羅高等学校農業経営科と生ごみた
い肥作りを行い、できたたい肥を活用した花
植えや、町内自治センターでのグリーンカー
テン設置による啓発活動に取り組んできた成
果が評価されました。
　今後も、脱温暖化プロジェクトせらは、継
続的に、花や緑があふれるまちを目指した活
動を行っていきます。

日時：平成29年１月８日（日）

会場：せら文化センター
　　　パストラルホール

内容：13時30分〜　記念式典
　　　14時15分〜　記念講演
　　　15時25分〜　アトラクション
　　　16時00分〜　記念撮影
　　　16時20分　　終了（予定）

記念講演　演題　『一歩一歩を大切に！』
　　　　　講師　RCCアナウンサー
　　　　　　　　　横山　雄二　さん

平成29年

成人式
【横山雄二さんプロフィール】

　1989年（株）中国放送入社。テレビのバラエティ番
組から、ドラマの演出、俳優・映画監督・歌手活動・
コラムの執筆など、多彩なジャンルで活躍。
　日経エンタテインメントが「日本で一番勢いのある
番組」と評した深夜番組「KEN-JIN」では有吉弘行・
劇団ひとりとバンドを結成。TBS系全国ネット「うた
ばん」に歌手として出演するなど、数々の話題を提供。
どん底時代の有吉弘行を支え続けた
男として名を馳せる。
　また、2015年、放送文化の向上に
貢献した団体や個人を表彰する、放送
界で最も権威がある「第52回ギャラク
シー賞」を受賞。主演映画「ラ
ジオの恋」ではアメリカのシネ
マベルデ映画祭で観客賞を受賞。
監督作品「浮気なストリッ
パー」では、ミニシアター
の観客動員記録を塗り替え
るヒットを飛ばす。近年の
著書には「生涯不良」がある。

前列　左から２人目　國原英行さん
　　　左から３人目　岡本信正さん
いずれも脱温暖化プロジェクトメンバー
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　平成28年度のプロジェクトの一環として、世羅町の「安
全・安心なまちづくり」の関係機関（世羅警察署・三原市消防
署北部分署・世羅町消防団・世羅町）は、４月から11月までの
８カ月をかけて“安全・安心りんご”を作りました。
　これは、りんごが赤くなる性質を利用し、“火の用心”と“安
全安心”の文字を浮き上がらせたものであり、各機関は、この

“りんご”を通じて、更なる、世羅町の安全・安心のために寄
与していきたいと意気込んでいました。

りんごでメッセージ

　三原市消防署北部分署は、11月12日（土）　10時から楽しみな
がら防災について学ぶ目的で「第7回消防ひろば」を北部分署敷地
内で開催しました。
　当日は、甲山瀬戸内源流太鼓の皆さんによるオープニングの太
鼓演奏で始まり、ミニ消防車、救急車、パトカー、白バイの試乗
や放水体験、○×クイズ、防災グッズの展示、防災関係の放映、
パンの販売、かぼちゃスープの提供など各機関（世羅町・消防

団・世羅警察署・赤十字奉仕団・社会福祉協議会・防災士会・みつば会）の協力により盛大に行われました。
　小学２年生の男の子は、「いろんな車に乗れて楽しかったし、○×クイズでプレゼントをもらって嬉し
かった。来年もまた来たい。」と話していました。

「消防ひろば」を開催11
12

　「小さな親切」実践協力指定のせらにし小、世羅小、甲山小、せらひが
し小に対して地域社会活動の応援として車椅子１台を贈呈。代表として
せらにし小学校の清水校長へ贈呈。

寄贈先　せらにし小学校（４校代表）
参加者　せらにし小学校　校長　清水　礼子 様
　　　　小さな親切運動　広島中部支部　事務局長
　　　　（もみじ銀行　甲山支店支店長　豊田　和洋）

「小さな親切」運動　車椅子１台を贈呈11
15

　京丸地区の県史跡や重要文化財周辺の草刈りを年３回程度行い訪
れる人に喜ばれています。また、地域の子どもを守る会と連携し世
帯間交流を行い地域の活性化に貢献しています。活動に積極的に寄
与された会に対して感謝の気持ちをこめて実行賞を表彰しました。
表彰者　優寿会
　　　　徳重　正存 様
　　　　瀧川　輝任 様
参加者　小さな親切運動　広島中部支部　事務局長（もみじ銀行　甲山支店支店長　豊田　和洋）

「小さな親切」運動　実行賞を表彰10
25
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せ

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学・
福
祉・
経
済・
歴
史・
文
学・
自

然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

申
込
み
等

　

  

直
接
ご
本
人
様
よ
り
三
原
年
金
事
務
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

  （
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳
ま

た
は
、
年
金
証
書
を
お
手
元
に
準
備
さ

れ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

※ 

今
年
度
は
、
奇
数
月
の
第
３
木
曜
日

に
開
設
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
三
原
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
８
４
８

−

６
３

−

４
１
１
１

　
　
※
音
声
案
内
番
号
１⇒

２

　
総
務
課　
町
民
係

　
　
☎
２
２

−

５
３
０
２

　
せ
ら
に
し
支
所　
生
活
課

　
　
☎
３
７

−

２
１
１
１

固
定
資
産
税
に
関
す
る

申
告（
届
け
出
）を
お
願
い
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

の
固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
定
期
的
に
実
地
調
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
の
た

め
、
固
定
資
産
税
に
関
す
る
申
告
（
届
け

出
）
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
償
却
資
産
に
つ
い
て

●
償
却
資
産
と
は
…

　
個
人
や
法
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し

で
い
ま
す
。

○ 

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○ 

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上

在
学
し
て
、
124
単
位
を
修
得
し
卒
業
す

る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

○ 

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
12
月
１
日
〜
平
成
29
年
３

月
20
日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
福
山
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
（
☎
０
８
４

−

９
９
１

−

２
０

１
１
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。年

金
相
談
の
開
設

日
時

　
１
月
19
日
（
木
）　
10
時
〜
15
時
30
分

　
（
完
全
予
約
制
）

場
所

　
世
羅
町
役
場　
２
階
会
議
室

相 

談
内
容　
年
金
受
給
に
関
す
る
こ
と
等
、

年
金
制
度
一
般
（
社
会
保
険
労
務
士
が

担
当
し
ま
す
。）

て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な

ど
の
資
産
を
い
い
ま
す
。

＊ 

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
個
人

事
業
主
及
び
法
人
が
設
置
し
た
設
備
、

ま
た
は
個
人
が
設
置
し
た
発
電
出
力
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
設
備
は
、
償
却
資

産
に
該
当
し
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
新
た
に
申
告
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。な
お
、以
前
よ
り
申
告
さ
れ
て
い

る
方
に
は
12
月
に
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

■
家
屋
・
土
地
に
つ
い
て

　
家
屋
や
土
地
の
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

次
の
場
合
に
は
申
告
（
届
け
出
）
が
必
要

で
す
。

○ 

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合

○ 

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
用
途
を
変

更
し
た
場
合

（
例
…
店
舗
を
住
宅
に
変
更
）

○
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合

○ 

未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
す
る

場
合

○ 

土
地
の
用
途
（
利
用
状
況
）
を
変
更
し

た
場
合

（ 

例
…
空
き
地
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

設
置
、
空
き
地
を
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
造
成
な
ど
）

※ 

家
屋
・
土
地
い
ず
れ
の
場
合
も
法
務
局
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で
異
動
に
つ
い
て
登
記
手
続
を
さ
れ
た

も
の
は
ご
連
絡
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課　
資
産
税
係

　
　
☎
２
２

−

５
３
０
０

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
29
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
等

◎
自
動
車
整
備
科

　
（
期
間
２
年
・
高
卒
18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
溶
接
加
工
科

　
（
期
間
１
年
・
45
歳
以
下
）

◎
建
築
科
（
期
間
１
年
・
45
歳
以
下
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
期
間
６
か
月
・
年
齢
制
限
な
し
）

※ 

見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

　
平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
〜
２
月
９
日
（
木
）
必
着

特 

典　

 

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
指
示
に

よ
っ
て
入
校
し
た
方
に
は
、
訓
練
の
終

了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ

か
、
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
三
次
市
十
日
市
南
６

−

14

−

１

　
　
☎
０
８
２
４

−

６
２

−

３
４
３
９

広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
29
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
等

◎
自
動
車
整
備
科

　
（
期
間
２
年
・
高
卒
18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
建
築
科

　
（
期
間
１
年
・
18
歳
以
上
35
歳
以
下
）

◎ 
機
械
シ
ス
テ
ム
科
・
電
気
設
備
科
・
溶

接
加
工
科

　
（
期
間
１
年
・
18
歳
以
上
40
歳
未
満
）

※ 

建
築
科
・
溶
接
加
工
科
に
つ
い
て
は
、

18
歳
未
満
を
若
干
名
募
集

応
募
受
付
期
間

　
平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）

 

〜
２
月
９
日
（
木
）
必
着

選
考
日

　
平
成
29
年
２
月
27
日
（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
山
市
山
手
町
６

−

30

−

１

　
　
☎
０
８
４

−

９
５
１

−

０
２
６
０

（※２）個人番号カード交付申請書

（※１）個人番号カード

コンビニ交付サービスが始まります！
　来年３月上旬から、個人番号カード（マイナンバーカード）（※１）を利用して、コンビニエンスストア
で戸籍や住民票、印鑑登録証明書、税証明などの各種証明書を受け取ることができるようになります。

・ 年末年始、夜間の時間帯を除き、毎日利用できま
す。（戸籍については、役場開庁日のみの交付とな
ります）

・ サービスに対応したコンビニであれば全国どこ
でも利用できます。

・ コンビニ交付サービスを利用されるには「利用
者証明用電子証明書」（暗証番号4ケタ）が搭載
された個人番号カードが必要です。

・ 個人番号カードの受け取りには、申請から１ヶ月以
上かかる場合があります。早めの手続きをおすすめ
します。

・ 個人番号カードの申請方法には、通知カードに
同封されている「個人番号カード交付申請書」

（※２）での申請のほか、パソコン、スマート
フォンでのオンライン申請があります。

【お問い合わせ先】
　マイナンバー専用電話　☎22－1195
　総務課町民係　　　　　☎22－5302

９
５
１

０
２
６
０
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今月の
おすすめ

　
昔
は
、
日
常
生
活
や
年
中
行
事
で
使

わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
ワ
ラ
で
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
で
は
、
数
あ
る
ワ
ラ
の
工
芸

品
の
中
か
ら
、
正
月
飾
り
や
円
座
、
ほ

う
き
、
ぞ
う
り
や
米
俵
な
ど
16
種
の
作
り
方
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
全
て
の
作
品
の
作
り
方
が
、
カ
ラ
ー
写
真
で
わ
か
り
や
す

く
、
難
易
度
別
に
丁
寧
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
の
使

い
道
は
ア
イ
デ
ア
次
第
。
手
仕
事
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 「

つ
く
っ
て
楽
し
む　
わ
ら
工
芸
」

瀧
本
広
子
／
編

新 着 図 書
甲山図書館 世羅図書館 せらにし図書館

【一般書】
「弧蓬のひと」 葉室　麟／著
「氷の轍」 桜木紫乃／著
「まことの華姫」 畠中　恵／著
「明るい夜に出かけて」 佐藤多佳子／著
「自分の番を生きるということ」
 佐々木正美／著

「毎日を楽しむ捨てない暮らし」
 松場登美／著

「私、山の猟師になりました。」 三好かやの／著
【児童書】
「もうあかん！」 岡田よしたか／作
「かあさんのまほうのかばん」
 よみちけいこ／文

「アンナのうちはいつもにぎやか」
 アティヌーケ／作

「お母さん取扱説明書」 キム　ソンジン／作
「ねこってこんなふう？」
 ブレンダン・ウェンツェル／作

「夜空のスター・チャウダー」 野中　柊／作
「王様に恋した魔女」 柏葉幸子／作

【一般書】
「べっぴんさん　上」 渡辺千穂／作
「白衣の嘘」 長岡弘樹／著
「空への助走」 壁井ユカコ／著
「すこやかヨガ」 いとうあつこ／著
「楽しい介護レクリエーション」
 富永雅美／著

「小さな葬儀と墓じまい」
 大野屋テレホンセンター／監修

「日本の野鳥識別図鑑」 中野泰敬／著
【児童書】
「これはすいへいせん」 谷川俊太郎／文
「みかんのめいさんち」 平田昌広／作
「きつねのがっこう」 いもとようこ／作
「けもののにおいがしてきたぞ」
 ミロコマチコ／作・絵

「X-01（エックスゼロワン）１」
 あさのあつこ／著

「ハチのくらし大研究」 松田　喬／著
「ただしいもちかたの絵本」
 すみもとななみ／絵

【一般書】
「蜜蜂と遠雷」 恩田　陸／著
「ストロベリーライフ」 荻原　浩／著
「私は存在が空気」 中田永一／著
「本音で生きる」 堀江貴文／著
「雑談力」 百田尚樹／著
「世界でいちばん素敵な夜空の教室」
 森山晋平／文

「世界のエリートがやっている最高の休息法」
 久賀谷亮／著

【児童書】
「おたからパン」 真珠まりこ／作・絵
「でてくるでてくる」 岩田明子／作・絵
「とりかえっこ　とりかえっこ」
 ふくだじゅんこ／文・絵

「先生、しゅくだいわすれました」
 山本悦子／文

「ウルトラマン大図鑑DX」 
 ポプラ社／出版

「どででんかぼちゃ」 いわさゆうこ／作
「フランドン農学校の豚」 宮沢賢治／作

貸出の多かった本
「コーヒーが冷めないうちに」	 川口　俊和／著	 ６回
「海の見える理髪店」	 荻原　　浩／著	 ５回
「火花」	 又吉　直樹／著	 ５回
「天才」	 石原慎太郎／著	 ５回

予約の多かった本
「九十歳。何がめでたい」	 佐藤　愛子／著	 ９件
「消滅世界」	 村田沙耶香／著	 ７件
「危険なビーナス」	 東野　圭吾／著	 ６件
「ハコブネ」	 村田沙耶香／著	 ５件

図書館
からの
お知らせ　
せ
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
の
高
圧
受
電
設
備
工
事
に
よ

る
停
電
の
た
め
、
12
月
17
日
（
土
）
は
、
世
羅
図
書
館
を
臨

時
休
館
し
ま
す
。
甲
山
図
書
館
・
せ
ら
に
し
図
書
館
は
通
常

通
り
開
館
し
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
28
年
12
月
29
日（
木
）か
ら
平
成
29
年
１
月
３
日

（
火
）ま
で
の
間（
甲
山
図
書
館
は
４
日（
水
）ま
で
の
間
）、年
末

年
始
の
た
め
休
館
し
ま
す
。利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
】

「
通
州
事
件　
目
撃
者
の
証
言
」
光
元　
要　
様
よ
り

『
知
を
ひ
ら
く
〜
「
図
書
館
の
自
由
」
を
求
め
て
〜
』

 

西
河
内
靖
泰　
様
よ
り

「
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に
」「
大
人
も
子
ど
も
も
わ
か

る
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
大
疑
問
」「
あ
り
の
ま
ま
に
、
ひ
た
む
き

に
」「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」「
無
力
」
ほ
か　
町
民
の
方
よ
り

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
図
書
館
の
休
館
に
つ
い
て
】

休館日　甲  山  図  書  館（☎22−4515）：水曜日
　　　　世  羅  図  書  館（☎22−1022）：木曜日
　　　　せらにし図書館（☎37−2511）：火曜日

１月のおはなし会は、お休みします。
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今月の納付は…
町県民税……………………………４期分
国民健康保険税……………………６期分
介護保険料…………………………６期分
後期高齢者医療保険料……………６期分

納期限　12月26日（月）
納税は口座振替で

口座振替を利用される方は預金残高の確認をお願いします。
【お問い合わせ先】税務課収納係 ☎22-5300
　　　　　　　　　せらにし支所　生活課 ☎37-2111
後期高齢者医療保険料について
【お問い合わせ先】健康保険課保険係 ☎25-0134
　　　　　　　　　せらにし支所　生活課 ☎37-2111

人口と世帯
11月末現在 　（　）は前月比

人口	 16,869人（－25）
 男	 7,982人（－		7）
 女	 8,887人（－18）
世帯	 6,895世帯（－		2）
※住民基本台帳を基にしています。

町内の交通死亡事故発生状況
○11月末現在の交通事故発生状況

区　分
町内の全交通事故数 町内の高齢者の交通事故数

平成28年 平成27年 減 増 平成28年 平成27年 減 増

人傷事故 42 48 －6 18 22 －4

死　　者 4 0 4 1 0 1

傷　　者 71 74 －3 16 14 2

物損事故 318 362 －44 142 156 －14

11月の三原市消防署
北部分署出動状況

●火災出動
建物 林野 車両 他 計

北 部 分 署 0 0 0 1 1

世　羅　町 0 0 0 1 1

 ●救急出動
交通 負傷 急病 他 計

北 部 分 署 4 8 43 5 60

世　羅　町 3 5 36 3 47

●火災の場合は…
①火災場所（地区名・目印・道順など）
②火災状況（建物火災・林野火災など）
③通報者の名前・電話番号

●救急の場合は…
①救急場所（地区名・目印・道順など）
②病気・けがの状況　　③通報者の名前・電話番号

※	「広報せら」では発行月の前々月に届出のあった出生について、承諾された方のみ「すこやかに」の欄へ掲載
させていただいています。
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夜間の子ども救急電話相談（19時～翌朝８時）
プッシュ回線・携帯電話 局番なしの♯8000

それ以外の電話回線 082−505−1399
※詳細は広島県ホームページをごらんください。

救急医療（24時間体制）
　公立世羅中央病院（２次救急指定病院）☎22−1127
※ 都合により、変更になる場合があります。受診する前に医療

機関へお問い合わせください。

1月  休日当番医のお知らせ
（時間）9時～17時
		1日㈰	 公立世羅中央病院	 ☎22－1127
		2日㈪	 公立世羅中央病院	 ☎22－1127
		3日㈫	 正覚クリニック	 ☎25－2251
		8日㈰	 もだ内科クリニック	☎32－5560
		9日㈪	 岸医院	 ☎37－2222
15日㈰	 うらべ医院	 ☎25－0116
22日㈰	 公立くい診療所	 ☎32－6111
29日㈰	 さともとクリニック	☎22－0222
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『りんごでメッセージ』
“火の用心”と“安全・安心”りんごを作りました。
　詳しくは、31ページをご覧下さい。
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　　　　　　メールアドレス　　　kikaku@town.sera.hiroshima.jp

はじめてのおたんじょうび
12月で満１歳になる
　　　　　　お子さんです

※ 「広報せら」では発行月に満１歳になるお子さんに
ついて、承諾された方のみ「Happy Birthday」の
欄へ掲載させていただいています。

復元された円筒はにわ




